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三菱電機グループは、事業を通じて社会と暮らしをより良くしていくため、

技術を磨き、知見やノウハウを活用し創造力を高め、

日々の課題解決に取り組んでいます。

本統合報告書では、三菱電機グループの価値創出活動と

成長ストーリーへの理解を深めていただけるよう全体を構成し、

三菱電機グループの持続的な企業価値向上に向けた

取組みをご紹介しています。

グループ内が強くつながり、

知恵を出し合う事で新たな価値を生み出し、

社会課題の解決に貢献する

「循環型 デジタル・エンジニアリング企業」を目指して。

STEP.2

デジタル空間においてデータを分
析し、顧客の潜在課題･ニーズを
把握

顧客の潜在課題・ニーズの把握

STEP.3

潜在課題・ニーズをもとに、コンポー
ネント、システム、統合ソリューショ
ンを進化させ、新たな価値を創出

新たな価値を創出

STEP.1

様々な顧客が当社のコンポーネン
トやシステムを利用することで生ま
れるデータをデジタル空間へ集約

多様なデータの集約

STEP.4

新たな価値を更に幅広い顧客へと
還元することにより、顧客と共に社
会課題の解決に貢献

幅広い顧客への価値の還元

データ

STEP.1
統合ソリューション

システム
コンポーネント

STEP.3

当社グループ
STEP.2

デジタル空間

顧客
STEP.4
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企業理念

私たち三菱電機グループは、たゆまぬ技術革新と限りない創造力により、
活力とゆとりある社会の実現に貢献します。

“Changes for the Better”は「常により良いものをめざし、
変革していきます」という三菱電機グループの姿勢を意味するものです。
私たちは、ひとりひとりが変革へ挑戦し続けていく強い意志と情熱を共有し、
『もっと素晴らしい明日』を切り拓いていくことをお約束します。

私たちの価値観

コミットメント

企業理念

私たちの価値観 コミットメント

社会・顧客・株主・取引先、及び共に働く従業員との信頼関係を大切にする。

社会と顧客の満足が得られる製品・サービスを最高の品質で提供する。

技術力・現場力の向上を図り、新たな価値を提供する。

社会規範及び法令を遵守し、高い倫理観を持ち行動する。

すべての人の安全・健康に配慮するとともに、人の多様性を理解し、人格・人権を尊重する。

自然との調和を図り、地球環境の保護と向上に努める。

企業市民として、より良い社会づくりに貢献する。

信頼

品質

技術

倫理・遵法

人

環境

社会
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SDGsへの貢献

全ての企業活動を通じた貢献

事
業
を
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を
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マテリアリティ（重要課題）
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STEP.2

デジタル空間においてデータを分
析し、顧客の潜在課題･ニーズを
把握

顧客の潜在課題・ニーズの把握

STEP.3

潜在課題・ニーズをもとに、コンポー
ネント、システム、統合ソリューショ
ンを進化させ、新たな価値を創出

新たな価値を創出

STEP.1

様々な顧客が当社のコンポーネン
トやシステムを利用することで生ま
れるデータをデジタル空間へ集約

多様なデータの集約

STEP.4

新たな価値を更に幅広い顧客へと
還元することにより、顧客と共に社
会課題の解決に貢献

幅広い顧客への価値の還元

データ

STEP.1
統合ソリューション

システム
コンポーネント

STEP.3

当社グループ
STEP.2

デジタル空間

顧客
STEP.4
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2022年度
実績

2023年度
見通し

2025年度
目標

5.2兆円5.0兆円

5.2%

営業利益率

6.3%

10.0%

5.0兆円+

 売上高

5兆

4兆

3兆

2兆

1兆

0兆

■■
2022年度実績

売上高

営業利益率

キャッシュ・
ジェネレーション※

ROE

5.2%

6.9%

0.9兆円/2年 3.4兆円/5 年

10.0%

10.0%

5.0兆円 5.0兆円+
2025年度目標
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資本 ビジネスモデル 価値創出

■ 社会的価値

カーボンニュートラル

サーキュラーエコノミー

安心・安全

インクルージョン

ウェルビーイング

自社と社会のCO2を減らし、
気候変動を抑える
脱炭素社会の実現

資源が有効活用され、
持続的に循環する社会の実現

様々な環境変化や
リスクに対応できる
レジリエントな社会の実現

あらゆる人を尊重し、
誰もが自由で公正に
いきいきと過ごせる社会の実現

一人ひとりの心身共に
健康で快適なくらしの実現

■ 経済的価値（2025年度 財務目標）

売上高
5.0兆円+

営業利益率
10％

ROE
10％

キャッシュ・ジェネレーション※

3.4兆円/5年
※調整後営業キャッシュ・フロー 

■ 3つの改革

品質風土改革 組織風土改革 ガバナンス改革

■ 循環型 デジタル・エンジニアリング ■ ビジネスエリア（BA）、セグメント　　　

インフラBA

インダストリー・
モビリティBA

ライフBA

ビジネス・
プラットフォームBA

セミコンダクター・
デバイス

持続可能な地球環境の実現 安心・安全・快適な社会の実現

あらゆる人の尊重 コーポレート・ガバナンスと
コンプライアンスの持続的強化

サステナビリティを志向する
企業風土づくり

■ マテリアリティ（重要課題）

確かな技術で社会生活基盤を支える
事業本部 ●  社会システム

●  電力・産業システム
●  防衛・宇宙システム

ものづくりと移動の可能性を広げる
事業本部 ●  FAシステム

●  自動車機器

暮らしとビジネスをよりスマートに、快適に
事業本部 ●  ビルシステム

●  リビング・デジタルメディア

幅広いITサービスで
より良い未来を切り拓く
事業推進
本部

●  インフォメーションシステム

より豊かな社会を支える
キーデバイスを提供
事業本部 ●  半導体・デバイス

● グループ拠点（所在国・地域数） ： 

●MEイノベーションファンド※2による
    スタートアップ企業への出資               
● 社会貢献活動支出額
   （三菱電機及び国内外主要関係会社）： 約17.7億円(2022年度実績)

※3

社会関係資本

● 親会社株主持分 ： 3兆2,390億円（2022年度実績）
● 親会社株主持分比率 ： 58.0％（2022年度実績）
● 営業キャッシュ・フロー ： 1,667億円（2022年度実績）

財務資本

●連結従業員数 ： 149,655名（2023年3月31日時点）
● 人財育成・職場環境への投資額 ： 約200億円
（2023年度～2025年度目標(三菱電機)）

人的資本

● 製造会社 ： 79社（連結子会社、2023年3月31日時点）
● 設備投資額 ： 3,653億円（2022年度実績※1）

製造資本

● 総エネルギー投入量 ： 2,092万GJ（2022年度実績）
● 水使用量(取水量＋再利用量) ： 14,980 千m3（2022年度実績）
● 廃プラスチックの有効利用率（国内） ： 92.5%（2022年度実績）

自然資本

● 研究開発費 ： 2,123億円（2022年度実績）
● 特許保有件数 ： 62,102件（国内31,833件、海外30,269件）
   （2023年3月31日時点、三菱電機）

知的資本

STEP.2

デジタル空間においてデータを分
析し、顧客の潜在課題･ニーズを
把握

顧客の潜在課題・ニーズの把握

STEP.3

潜在課題・ニーズをもとに、コンポー
ネント、システム、統合ソリューショ
ンを進化させ、新たな価値を創出

新たな価値を創出

STEP.1

様々な顧客が当社のコンポーネン
トやシステムを利用することで生ま
れるデータをデジタル空間へ集約

多様なデータの集約

STEP.4

新たな価値を更に幅広い顧客へと
還元することにより、顧客と共に社
会課題の解決に貢献

幅広い顧客への価値の還元

企業理念
私たち三菱電機グループは、
たゆまぬ技術革新と限りない創造力により、
活力とゆとりある社会の実現に貢献します。

※1　2022年度に決定した投資額の合計
※2　独立系ベンチャーキャピタルであるグローバル・ブレイン社と三菱電機にて

 設立したコーポレートベンチャーキャピタルファンド
※3　自社プログラム・製品寄贈等の社会貢献関連費用を含む

44ヵ国・地域
（2023年3月31日時点）
 ： 累計5社
    （2023年7月19日時点）

データ

STEP.1
統合ソリューション

システム
コンポーネント

STEP.3

当社グループ
STEP.2

デジタル空間

顧客
STEP.4
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親会社株主に帰属する当期純利益/
親会社株主帰属持分当期純利益率（ROE）営業利益/営業利益率

親会社株主に帰属する持分/親会社株主帰属持分比率 １株当たりの情報
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 親会社株主帰属持分当期純利益率（ROE）
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（%）

売上高

営業キャッシュ・フロー
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（年度）

排
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量

ＣＯ２

温室効果ガス排出量（対象：Scope1+Scope2※）

（万t・CO₂） ■■ Scope1 ■■ Scope2

※ Scope 2はロケーションベース。電力CO₂排出係数として、国内は電気事業低炭素社会協
議会の公表値、海外は国際エネルギー機関の公表値に基づく値を使用。温室効果ガスの
地球温暖化係数として、IPCC（Intergovernmental Panel on Climate Change：気候
変動に関する政府間パネル）第五次報告書の公表値を使用。

国際特許出願件数/順位※ 取締役人数/社外取締役比率※

2018 2019 2020 2021 2022

500
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1 1 1 1 1

2 2

3

5

4

2,812 2,661 2,810 2,673 2,320
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14

0 0

20
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100

41.7 41.7 41.7

58.3 58.3

1212 121212

（%）（人） ■■ 取締役人数 社外取締役比率（件数） ■■ 出願件数 日本企業順位

（年）

国際順位

女性活躍

（名）
（％）

※1 女性管理職相当者：その職務の内容及び責任の程度が「課長級」に相当する者
※2 女性管理職比率：全管理職者に占める女性管理職者の割合 
（上記、いずれも各事業年度3月15日時点）

2018 2019 2020 2021 2022
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5
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3.9

2.0
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（年度）

■■ 女性管理職相当者※1数 女性管理職相当者比率女性管理職比率※2

※各年度6月末時点実績
（年度）

従業員エンゲージメントスコア※

（%）

※ 三菱電機で働くことの誇りややりがいを感じている従業員の割合

2020 2021 2022
50

55

60

65
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54.0 54.0

（年度）

※育児目的の特別休暇の取得者を含む 

2018 2019 2020 2021 202240

50

60

70

80

55.4

59.1

64.9

67.8

76.1

男性の育児休業取得率※

（％）

（年度）

※世界知的所有権機関（WIPO）発表
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2021年度

415

275

2022年度2021年度

9,461 9,731

2022年度
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◆ 新たな顧客価値の提供◆ 新たな顧客価値の提供

◆ コンサルティング◆ コンサルティング  データ提供◆ データ提供◆

 O＆M※サービス◆ O＆M※サービス◆

◆ デジタルツイン (DX) ◆◆ デジタルツイン (DX) ◆

E＆Fソリューション事業E＆Fソリューション事業

三菱電機の強いコンポーネント・先鋭的技術三菱電機の強いコンポーネント・先鋭的技術

インフラBAの強いエンジニアリングインフラBAの強いエンジニアリング

三菱電機の強い顧客基盤・ストック三菱電機の強い顧客基盤・ストック

カーボンニュートラル・省エネ・電化
設備まるごと異常兆候検知・保守・運用
カーボンニュートラル・省エネ・電化
設備まるごと異常兆候検知・保守・運用

電力インフラ電力インフラ
カーボンニュートラル、
エネルギー安全保障

カーボンニュートラル

成長領域への重点的リソース投入

事業間シナジーを生む統合ソリューションの創出

脱炭素コンポーネント開発、防衛・宇宙事業

E＆Fソリューション事業牽引

安心・安全

社会課題

Energy

Energy

Facility

Synergy

Facility

事業戦略

人手不足と老朽化する
社会インフラ対策 安全保障人手不足と老朽化する

社会インフラ
安全保障

防衛・宇宙インフラ

※O＆M：Operation ＆ Maintenance
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7,000

10,000

2.8%

7.0%

2022年度

防衛
・
宇宙

基幹

防衛事業
拡大

脱炭素
E＆F

（億円）

2025年度 2030年度

2.8%

7.0%

2022年度

宇宙事業他の
プロジェクトリスク改善

防衛・宇宙事業の
規模増・契約改善

キャッシュを生む事業・
生産基盤の再構築

ソリューション
事業拡大

品質事案
影響解消他

2025年度 2030年度

ソリューション事業の拡大
グローバルコンポーネント強化
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2021年度

14,808
16,602

2022年度 2021年度

964 959

2022年度
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インダストリー

技術革新
への貢献

快適な移動
機会の提供

交通事故の
撲滅

次世代
ものづくりの
具現化

労働力・
熟練工不足
解決

カーボン
ニュートラル
への貢献

モビリティ

コアコンポーネントとデジタル技術で未来の “ものづくり” と “快適な移動” を支える
コアコンポーネントを軸とした

グローバル成長業種への提供価値拡大

循環型 デジタル・エンジニアリング
事業モデル構築

CASE 領域でのシナジー創出が見込める
パートナーとの成長・拡大

環境変化に対応した事業ポートフォリオの
見直しによる強みが活かせる領域への集中

リアルタイム制御 モータ技術 高密度巻線技術 モニタリング技術パワーエレクトロニクス
技術
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2021年度

926
1,012

2022年度2021年度

16,730

19,471

2022年度
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グリーンエナジー
ソリューション

安心・安全 & 快適
ソリューション

ビルマネジメント
ソリューション

設備での省エネ/電化＋
エネルギー需要予測と供給データ

デマンドレスポンス　エネルギー転換

運用データ＋異常兆候予知
機器センシング＋人の感覚データ＋人流データ

ライフライン維持　パーソナル空間最適化

運用データ管理＋ロボット活用＋人流データ

ライフサイクルコスト縮減　遠隔監視・制御

あらゆる快適空間・環境を創造するソリューションプロバイダ ～つくる、みまもる、進化させる～

幅広いシーンで活用される強いコンポーネント及びシステム

「強いグローバルネットワーク」×「豊富なフィールドナレッジ」 「データ利活用」×「新技術 /先進技術」

ＨＶＡＣ＆Ｒ インフラ クラウド基盤昇降機・ビルマネジメントシステム

カーボン
ニュートラル 安心・安全 ウェルビーイング 省力化・効率化

循環型 デジタル・
エンジニアリング
循環型 デジタル・
エンジニアリング

循環型 デジタル・
エンジニアリング
循環型 デジタル・
エンジニアリング

循環型 デジタル・
エンジニアリング
循環型 デジタル・
エンジニアリング

グローバル
販売ネットワーク

多くのお客さまとの繋がり 一貫した事業体制 /ノウハウ

グローバル
保守ネットワーク

循環型
ビジネスモデル 運用データ

データ利活用 デジタル技術 アルゴリズム

デジタルツイン

AIデータ解析

人流制御

故障予兆
フィールドナレッジ …
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33

2021年度

78
87

2022年度2021年度

1,283

1,347

2022年度
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統合ソリューション
システム

コンポーネント
データ

顧客

当社グループ
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35

2021年度

168

292

2022年度2021年度

2,414

2,815

2022年度
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新技術の探索・創出

ソリューション
システム

エンジニアリング

コンサルティング 保守・運用

国内外
大学・研究機関 パートナー企業

未来価値洞察・技術トレンド分析 

社会変化 既存技術 保有技術

価値創出 社会課題解決

基盤技術群

コア技術群

AI　　セキュリティ　　データ解析・連携
モデルベース開発　　デジタルツイン　　通信　
パワエレ  　制御 　　材料分析 　 デザイン・・・

モータ小型・
高効率技術

ヒートポンプ
最適制御技術

高速・高精度
位置決め技術

コンポーネント
システム

サステナビリティの実現
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「グリーン by サーキュラー」
炭素の循環利用実現に向けた
研究・開発を推進

「グリーン by デジタル」

「グリーン by エレクトロニクス」
コアコンポーネントの高効率化・小型化
等により、機器の省エネや電化を推進

2030年
カーボンニュートラル達成に向けて

2050年

主な研究・開発テーマ
CCUS・カーボンリサイクル
大気・工場排ガスからのCO₂回収
熱・蒸気利活用
廃プラ100%活用温

室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

アンチフラジャイルシステム
浮体式HVDC
電力・熱・化学物質統合EMS
マルチリージョンEMS

主な研究・開発テーマ

SiC・Ga系パワーデバイス
ZEB省エネ／創エネソリューション
xEV向けモータ・インバータシステム
低GWP冷媒への転換

主な研究・開発テーマ

SDGs達成に向けて

CCUS（Carbon dioxide Capture，Utilization and Storage） ： 二酸化炭素の回収・有効利用・貯留
HVDC（High Voltage Direct Current） ： 高圧直流送電 EMS（Energy Management System） ： エネルギー・マネジメント・システム
ZEB（net Zero Energy Building） ： ネット・ゼロ・エネルギー・ビル GWP（Global Warming Potential） ： 地球温暖化係数

先進デジタル技術の活用により、
エネルギー効率の向上、再エネ利用の拡大に貢献

デジタル空間

現実社会

生産・加工模擬

設計時間短縮

機器のシミュ
レーションモデル

生産性向上
ロスコスト削減

予防保全
計画更新

三菱電機のシステムと繋がる
全ての機器への拡張

生産効率・加工精度
事前検証

稼働状態
可視化・予測

設計

設計

運用

運用

保守

保守
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保有技術

社会変化
（未来予測）

バックキャスト
未来価値洞察

新技術の種

コア技術

新事業
創出

既存事業
強化

基盤技術

育てる

新たなコア技術

新たな基盤技術
フォアキャスト
技術トレンド把握・分析

保有技保有技保有技術保保保有保有保有技保有技技技術術技有技有技術術技術術術

社会変化社会社会変会変化変化
（未（未来予来予来予測））測）（未（未未（未来未来予来来予来予予予測予予予測）測）測）））

技新技技技技新技新技新技技新新技

新技術の探索・創出
既存事業
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サーキュラーエコノミー

カーボンニュートラル

インクルージョン

マーケティング
営業

研究開発

知財活用による
共創・連携

ルール形成による
市場創出

事業

知的財産活動

標準化・知財活動の
戦略的な連携

安心・安全

ウェルビーイング

共創による社会課題解決＆
地域最適化
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コンポーネント・システム関連
維持強化

ソリューション関連
拡大強化

機械加工DX

加工機

制御駆動機器

配電制御機器

回転機

デジタルツイン
関連技術空調

換気ソリューション

Air To Water 関連技術

IEQ（室内環境の質）
ソリューション

圧縮機

コンポーネント・システム関連
維持強化

ソリューション関連
拡大強化



● 知的財産駐在員

本　社
知的財産部門

アジア

欧州
中国

米州
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既
存
事
業
拡
充

新
規
事
業
創
出

保
有
技
術
の
可
視
化･

分
析

不足技術の導入
他部署保有
技術の把握

ミッシングパーツ
把握

保有技術の
応用可能性・
成長領域の
仮説立案

社内連携

オープンイノベーション

PoC・共同開発

技術ライセンスアウト

不足技術の導入

新規ソリューション開発
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統合ソリューション
システム

コンポーネント
データ

顧客

当社グループ
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DXコンサルタント
デジタルビジネスを通じて、顧客の課題
発掘・ソリューション提案を担う

DXアーキテクト
データやシステムを繋ぐ全体像の設計

を担う

UI/UXデザイナー
DXやデジタルビジネスに関するシステム
のユーザー体験やデザイン設計を担う

3. スキルレベルの
見える化と人財評価

2. 採用・M＆A
による人財強化

1. 全社員教育プログラムによる人財育成

開発・設計・
企画部門

DX推進
部門

営業・生産
・間接部門

DXエンジニア
DXに係るソフトウェアやシステムの

開発・実装を担う

データサイエンティスト
事業・業務に精通したデータの収集・ 

管理・分析を担う

Contents Corporate Governance Sustainability Finance & Company DataIntroduction Top Message Value Creation & Strategy 53

2018 2021 2022（年度）20202019

800

700

（名）
5.0%

3.0%
3.5%
4.0%
4.5%

2.0%
2.5%

1.0%
1.5%

0.0%
0.5%

500

300

400

600

100

200

0

女性管理職相当者※1数
女性管理職比率※2

女性管理職相当者比率

3.7%

1.8%

3.9% 4.1%4.1%
4.3% 4.5%

2.0% 1.9%
2.3%

2.6%



Contents Corporate Governance Sustainability Finance & Company DataIntroduction Top Message Value Creation & Strategy 54

「上にものが言える風土」「失敗を許容する風土」「共に課題を解決する風土」

施
策
の
実
行

・チームメンバーや執行役が全国の拠点で説明会を実施し、方針を浸透
・各事業本部に改革の専門組織を設置し推進・実行体制を強化
・2022年度はコミュニケーション改革を推進（「さん付け」によるフラットな関係づくり等）

劣化している風土の改善
前向きで双方なコミュニケーションを活性化

形骸化した過度な業務を新め、本質的な業務に注力

お互いを信頼し、広く・分かり易く情報を共有

役割・権限・責任の適切な付与による人・組織の自走の促進

部門を越えたつながりによる、グループの強みの活性化

お互いに学び、自発的に成長しあえる機会の創出

ゼロからの新しい風土の醸成

骨太の方針

※ 毎年実施（2021年度からは年2回実施）する「従業員意識サーベイ」の対象5設問に対する良好回答割合の平均値 
「当社で働くことの誇り」「貢献意欲」「転職希望」「他者に対する当社への入社推奨」「仕事を通じた達成感」

（%）

2.39
2.34

2.28

2.23

2.20 2.20 2.20

2.30

（年度）2018 2019 2020 2021 2022
0

1.9

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

法定雇用率

実績平均雇用率
（三社連結）
※数値は年度平均値

2.47

2.30



品質風土改革

エンジニアリングプロセスの
変革により、現場が不適切行為を
起こす必要のない仕組みと

環境の構築

組織風土改革

双方向で且つ風通しの良い
コミュニケーションの確立による
自らが組織として問題解消を図る
ことができる風土の醸成

ガバナンス改革

外部の視点を入れながら、
不正が起こらない・起こさない
全社ベースのガバナンス/
内部統制の仕組みの構築

ガバナンスレビュー委員会からの提言

取締役会の機能強化

法定3委員会の機能強化

執行役会議の更なる充実

BAオーナー制度・CxO制度の
ガバナンス強化への積極活用

コーポレート部門の横串機能の強化

（1）ガバナンスの改善

（2）内部統制システムの改善

リスクアプローチに基づくコンプライ
アンス・プログラムの導入

企業理念・品質の意識改革に向けた再徹底

業務に集中できる環境整備（業務効率化）

品質管理プロセスの見える化 （自動化・DX化）

異変に早期に気付く仕組みの拡充
（人事ローテーション、内部通報等）

当社が推進中の3つの
改革における受け止め

（a） 品質風土改革

エンジニアリングプロセス
の変革により、現場が不適
切行為を起こす必要のな
い仕組みと環境の構築

（b） 組織風土改革

双方向で且つ風通しの良
いコミュニケーションの確
立による自らが組織として
問題解決を図ることのでき
る風土の醸成

（c） ガバナンス改革

外部の視点を入れながら、
不正が起こらない・起こさ
せない全社ベースのガバ
ナンス/内部統制の仕組み
の構築

調査委員会からの提言

（1）手続きにより品質を保証するという
品質に対する正しい考え方の徹底
～正当化を防ぐために～

（8）品質コンプライアンス強化に向けた
経営の本気度 
～経営陣のガバナンスの観点から～

（2）手順書等のプロセスの第三者目線
でのチェックと棚卸

（5）本部・コーポレートと現場の距離を
どう縮めるか

（6）製作所や工場の強い帰属意識への
対処

（3）品質部門の強化

（4）ミドル・マネジメントの支援・強化

（7）「事業本部制」 を前提とした対策
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品質不適切行為の
再発防止と信頼回復へ

品質風土改革
～エンジニアリングプロセスの変革～

・モノ造りマネジメント環境の整備（リソースと管理ス
パンの適正化、工場健康診断等）
・新たな設計デザインレビュー手法、設計者育成制度
・データに基づく品質管理、ルール整備、モニタリング

組織風土改革
～双方向コミュニケーションの確立～

・幹部へのコーチング、タウンミーティング、社内 SNS
での情報発信
・ローテーション、1on1ミーティング、心理的安全性、
「現場力と風土改革」ワークショップ
・管理者からの組織的解決に繋げる行動変容

ガバナンス改革
～予防重視のコンプライアンスシステムの構築～

・取締役会（社外取締役過半数）の経営モニタリング機
能強化

・予兆把握と予防を重視した内部統制システムを構築、
全社リスク制御機能強化

・取締役会による３つの改革モニタリング

社員同士のディスカッション

社内 SNSコミュニティ
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株主総会

議長：社外取締役

取締役（社外7名、社内5名）

選任 報告報告

報告

評価

監査

点検監査

評価報告

監査

連携

報告

連携

監査

執行役の選任･監督
業務執行の決定の委任

報告

選任

報告

監査

取締役会 執行役会議

内部統制部門

＜経営の監督＞ ＜業務執行＞

三菱電機事業部門・管理部門、グループ会社

委員長：社外取締役 社外7名/社内2名
3つの改革モニタリング委員会

監査委員会
スタッフ室

社外5名
社内1名

委員長：
社外取締役

指名委員会

社外5名
社内1名

委員長：
社外取締役

報酬委員会

社外3名
社内2名

委員長：
社外取締役

監査委員会

執行役社長（CEO）

執行役、
上席執行役員等

監査担当執行役

監査部

業務執行会議体
サステナビリティ委員会

企業行動規範委員会

リスク検討会

会計監査人

内部監査人　　　　　三様監査
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基本報酬
33%

業績連動賞与
33%

PSU
23%

変動報酬
67%

RSU
10%

執行役
社長

基本報酬

38%

業績連動賞与
29～31%

43%
～

PSU
20～22%

変動報酬
57～62%

RSU
8～9%

その他
執行役
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2000年～

2015年～
コーポレートガバナンス・
コード適用開始
取締役会実効性評価開始
業績連動株式報酬の導入
取締役会のダイバーシティ強化:
女性取締役の選任

2020年～
法定三委員会の委員長社外化
情報発信強化:統合報告書発行
第三者機関による取締役会実効性
評価導入
取締役会議長の社外取締役化
指名委員会の役割改定
重点成長事業の説明会実施
取締役会の監督機能強化:
取締役の過半数を独立社外取締役に
BA制の策定
執行役の報酬制度の改定
コーポレート・ガバナンスガイドラインの策定
取締役会のダイバーシティ強化

委員会等設置会社
（現 指名委員会等設置会社）へ移行
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株主通信
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○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ● ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

＊取締役12名のうち、独立社外取締役が7名、女性取締役が3名となります。　＊●は委員長を表しています。
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サステナビリティ連絡会

サステナビリティ委員会
委 員 長：サステナビリティ担当役員
委　　員：コーポレート部門長
　　　　　事業戦略担当部門長
事務局長：サステナビリティ推進部長
事 務 局：サステナビリティ推進部

カーボンニュートラル部会

人権部会

統合報告書・法定開示対応検討プロジェクト

TCFD対応検討プロジェクト

海外関係会社国内関係会社社内各部門

取締役会

報告 監督

報告 委嘱

執行役会議
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環境ビジョン2050

１ ２ 3

取締役会

執行役会議

サステナビリティ委員会

TCFD対応検討プロジェクト

報告 委嘱

報告 意見

報告 監督

参画部門：経営企画室、IR・SR室、総務部、経理部、財務部、広報部、
リスクマネジメント統括室、プロセス・オペレーション改革本部、

 環境推進部、サステナビリティ推進部（事務局）
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表2.  気候変動に係る機会と三菱電機グループの取組み例

社会課題（機会） 三菱電機グループの取組み例

■ 資源効率

● より効率的な輸送手段の使用 
（モーダルシフト）
● より効率的な生産及び 
流通プロセスの使用

●リサイクルの活用
●高効率ビルへの移転
●水使用量と消費量の削減

●材料の薄肉化・細管化など、省資源に適した製品の開発
●プラスチックリサイクルの推進
● 他社との協業によるプラスチック選別技術の検証、アライアンス「CLOMA※1」への加入
● ZEB（net Zero Energy Building）などを通じたビル全体の省エネと運用コストの低減
●「Ville-feuille®※2」など、モビリティ・ビル設備連携制御技術開発
● 配水管理による水量配分、ダム管理による貯水・放水、農水管理による取水量管理などのシステムの提供
●再生水利用の促進
●「e-F@ctory※3」対応製品・ソリューションの強化
●モーダルシフトの推進
●生産・販売拠点の現地化

■ エネルギー源

● カーボンニュートラルに貢献する 
エネルギー源の使用

●新技術の使用
●分散型エネルギー源への転換

● 再生可能エネルギー拡大や電源分散化に伴う電力の有効活用、系統安定化ニーズへの対応
　・大容量蓄電池制御システム
　・自励式直流送電システム「HVDC-Diamond®※4」
　・スマート中低圧直流配電ネットワークシステム「D-SMiree※5」
　・分散型電源運用システム／VPP（Virtual Power Plant）システム
　・マルチリージョン型デジタル電力供給システム（マルチリージョンEMS）※6
　・ヒートポンプ技術※7

■ 製品とサービス

● カーボンニュートラルに貢献する
製品・サービスの開発及び/又は 
拡大

● 研究開発とイノベーションによる 
新製品及び/又はサービスの開発

●事業活動を多様化する能力
●消費者の嗜好の変化

●消費地の気候条件、ニーズに最適化された省エネ製品の開発
● 室内空間で奥行き感のある青空と自然な光を表現する照明器具「misola（み
そら）※8」などのイノベーション新製品の開発・供給

● 鉄道の更なるエネルギー効率向上に向けた開発や、メンテナンスを効率化す
るソリューション「鉄道LMS on INFOPRISM」※9

●ZEB関連技術実証棟の建設を含むZEB関連技術の実証
●水処理におけるろ過膜洗浄（EcoMBR※10）の開発・供給
●スマートメーターの提供
● エネルギー使用量の計測・収集・分析を容易にする省エネ支援機器の開発・供給
●電動車両用製品を始めとする高効率機器群のグローバル供給
●低損失のSiC搭載デバイスの開発・供給
●GHG排出量データ一元管理ソリューション「cocono※11」
●生産・販売拠点の現地化
●短期・中期・長期の研究開発をバランス良く推進

■ レジリエンス

● 再生可能エネルギープログラムへ
の参加とエネルギー効率化措置の
採択

●資源の代替/多様化

● 再生可能エネルギー拡大や電源分散化に伴う電力の有効活用、系統安定化ニーズへの対応
● 観測衛星による地球温暖化防止、気象現象・地球環境の監視強化、災害状況
把握、防災への貢献※12

●気象レーダーシステム
●画像式水位計測装置フィールドエッジ®

● データセンター、テレワーク、ビデオ会議サービスなどBCP対策ソリューションの提供

表1.  気候変動に係るリスクと三菱電機グループの取組み例

リスク 三菱電機グループの取組み例

■ 移行リスク

政策と法　（短期～長期）
●カーボンプライシングの上昇
●排出量の報告義務の強化
● 既存の製品及びサービスへの命令
及び規制

●訴訟

●環境計画の推進及びSBT※1への参画を通じたGHG※2排出削減
●環境配慮設計（温暖化・省資源・リサイクル性・有害物質・包装）の推進
●省エネなど、温暖化対策を含む環境活動にかかる設備投資
●サプライチェーンマネジメントの実施（グリーン調達基準の策定・運用など）
●Scope 1、2、3排出量の報告及び第三者検証の実施
●ISO 14001の認証取得・維持
●環境監査の実施を通じた法規順守状況の確認
●気候変動を始めとする環境に関する取組みの開示

技術　（中期～長期）
● 既存の製品やサービスを排出量の
少ないオプションに置き換え

●新技術への投資の失敗
●低排出技術に移行するためのコスト

●研究開発投資による新技術の開発
●知的財産活動の実施
●成長牽引事業群を中心とした機動的設備投資
●省エネなど、温暖化対策を含む環境活動にかかる設備投資

市場　（中期～長期）
●顧客行動の変化
●市場シグナルの不確実性
●原材料コストの上昇

●環境配慮設計の推進
●省エネなど、温暖化対策を含む環境活動にかかる設備投資
●市場動向調査と製品開発へのフィードバック

評判　（中期～長期）
●消費者の嗜好の変化
●産業セクターへの非難
● ステークホルダーの懸念の増大 
又はステークホルダーの 
否定的なフィードバック

●環境計画の推進及びSBTへの参画を通じたGHG排出削減
●省エネなど、温暖化対策を含む環境活動にかかる設備投資
●環境配慮設計の推進
●環境リスクマネジメントへの対応
●地域の生物多様性保護を含む自然環境保護活動の実施
●気候変動を含む環境課題に関する取組みの開示

■ 物理的リスク

急性　（短期～長期）
サイクロンや洪水などの極端な気象
事象の過酷さの増加

●BCP※3の策定・定期的見直し
● サプライチェーンマネジメントの実施（グリーン調達基準の策定・運用、複
数社購買など）

●気候変動を含む環境活動への毎年一定額の投資
●環境計画の推進及びSBTへの参画を通じたGHG排出削減

慢性　（中期～長期）
降水パターンの変化と気象パターン
の極端な変動

※1 Science Based Targets（気候科学に基づく温室効果ガス排出量削減目標）
※2 Greenhouse Gas（温室効果ガス）
※3 Business Continuity Plan（事業継続計画）

※1

※2

※3

※4

※5

※6

※7

※8

※9

※10

※11

※12
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省エネ・電化・温室効果ガス代替化技術開発

社内拠点への適用、実証 国内外拠点への適用拡大

国内外拠点への導入拡大調査

調査

調達推進
社内・社外技術による

排出削減
調達推進

省エネ・電化・非エネルギー
用途の排出削減

太陽光発電等による
自家発電拡大

再エネ電力・非化石証書等
の調達

クレジット等の調達

～2022 2025 2030 2050

自社排出
実質ゼロ

「グリーン by サーキュラー」
炭素の循環利用実現に向けた
研究・開発を推進

「グリーン by デジタル」

「グリーン by エレクトロニクス」
コアコンポーネントの高効率化・小型化
等により、機器の省エネや電化を推進

2030年
カーボンニュートラル達成に向けて

2050年

主な研究・開発テーマ
CCUS・カーボンリサイクル
大気・工場排ガスからのCO₂回収
熱・蒸気利活用
廃プラ100%活用温

室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

アンチフラジャイルシステム
浮体式HVDC
電力・熱・化学物質統合EMS
マルチリージョンEMS

主な研究・開発テーマ

SiC・Ga系パワーデバイス
ZEB省エネ／創エネソリューション
xEV向けモータ・インバータシステム
低GWP冷媒への転換

主な研究・開発テーマ

SDGs達成に向けて

CCUS（Carbon dioxide Capture，Utilization and Storage） ： 二酸化炭素の回収・有効利用・貯留
HVDC（High Voltage Direct Current） ： 高圧直流送電
EMS（Energy Management System） ： エネルギー・マネジメント・システム
ZEB（net Zero Energy Building） ： ネット・ゼロ・エネルギー・ビル
GWP（Global Warming Potential） ： 地球温暖化係数

先進デジタル技術の活用により、
エネルギー効率の向上、再エネ利用の拡大に貢献

「責任」と「貢献」の二面から、カーボンニュートラルの実現に取り組む

カーボン
ニュートラル
の実現

貢献
カーボンニュートラル
の実現に貢献する
事業の創出・拡大

責任
バリューチェーン全体
での温室効果ガス
排出量実質ゼロ

社内の取組みを
ビジネスに展開

社会全体の取組み進展による
当社への好影響
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短期

2020年

2030年までの期間

長期
2030年 2050年

中期

2025年までの期間 2050年までの期間（環境ビジョン2050最終年）
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三菱電機の
SBT（2019年度策定）の目標ライン
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三菱電機の
SBT（2019年度策定）の目標ライン
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出
量

(　 　)万t
-CO2 21,968 20,423

15,279 14,829
16,857
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事業本部長

品質保証推進責任者

事業本部

所長

品質保証推進責任者

製作所

事業本部長

品質保証推進責任者

事業本部

所長

品質保証推進責任者

品質保証監理部エンジニアリング
プロセス改革室 品質保証監理部

製作所

本部間連絡会議

全社品質保証
推進責任者会議

品
質
改
革
推
進
本
部

品
質
ガ
バ
ナ
ン
ス
分
科
会

企
業
行
動
規
範
委
員
会

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

お
よ
び
助
言

執行役会議
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AC
T PLAN

DOCH
EC
K

（件/100万時間）

（年度）

三菱電機（単独） 製造業 電気機械器具製造業

2018 2019 2020 2021 2022

0.04 0.07
0.04 0.04

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

0.12

0.58
0.54 0.540.52

1.20 1.20 1.21
1.31

0.53

1.25
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取締役会

執行役会議

サステナビリティ委員会

人権部会

報告 委嘱

報告 意見

報告 監督

参画部門：経営企画室、人事部、資材部、
 法務・コンプライアンス部、
 リスクマネジメント統括室、
 経済安全保障統括室、国際業務部、
 サステナビリティ推進部（事務局）

段階的にステップアップ 2030年に目指す姿 長期目標

STEP３（2028～2030年度）

人権DDの定着、
人権尊重の理解定着

すべての人の
安全・健康に配慮
するとともに、

人の多様性を理解し、
人格・人権を尊重する※

STEP１活動の
対象範囲拡大

国際規範・グローバル基準に
則った取組みの導入・実施

STEP２（2025～2027年度）

STEP１（2022～2024年度）

国際規範（ソフトロー）に基づく
人権尊重の取組み定着

多様性が尊重され誰もが
いきいきと働ける企業文化の実現

責任ある
サプライチェーンの実現

事業継続リスクの低減
（ハードロー対応）

企
業
価
値
の
向
上

※三菱電機グループ「私たちの価値観」
   の「人」に関するもの
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※1 一般社団法人ビジネスと人権対話救済機構（JaCER）は、「国連ビジネスと人権に関する指導原則」に準拠した非司法的な苦情処理プラット
フォームである「対話救済プラットフォーム」を提供。国際行動規範や各国の国内規範等への違反ならびに違反が疑われる案件について、
この「対話救済プラットフォーム」を通じて苦情・通報を受け付け、会員企業の苦情処理を支援。

※2 三菱電機と人的・事業面で関係のある通報に限る
※3 連絡先は、三菱電機イントラネット、社内ポスター、「三菱電機グループ倫理・遵法行動規範」等に記載
※4 三菱電機グループの国内外関係会社においても、各社ごとに内部通報制度を設置

三菱電機の主な通報・相談窓口
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「地球環境」
との共生 みつびしでんき野外教室

里山保全プロジェクト

「地域社会」
との共生

「あらゆる人」
との共生

パラスポーツ支援

スポーツ振興

文化芸術振興

従業員と会社が一体となって「3つの共生」を推進、
共生社会の実現を目指す

自然を守り育てる活動を通じ、多様な生
命を育み、様々な恵みを与えてくれる自
然のありがたみを再認識し、環境に配慮
した行動を促す活動を推進

福祉や教育等の生活インフラの分野に
おいて、NPO等各種団体と連携し、持続
可能で活力ある、障がい者を含めあらゆ
る人が自分らしく生きられる地域社会の
実現に主眼を置いた活動を推進

大人から子どもまで、障がいの有無等に
かかわらず、あらゆる人がお互いを尊重
し認め合い、心身ともに健康で高め合う
機会や環境整備を推進

地球環境

地球地球

社会

人

Global Environment

Social

People

三菱電機
SOCIO-ROOTS基金

みつびしでんき科学教室
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国内関係会社 三菱電機

社　長 社　長

支援

BA…ビジネスエリア

◯◯長

◯◯長

コンプライアンス
マネージャー

会社統括
コンプライアンス
マネージャー

Regional Chief
Compliance Officer

（RCO）

社　長

ビジネスエリアオーナー/
本部長

部　長

課　長

BA戦略室コンプライアンス部長
本部コンプライアンス部長

法務・コンプライアンス部
コンプライアンス・リスク管理部門

事業部長/
場所長

コンプライアンス
リーダー

コンプライアンス
マネージャー

執行役会議

企業行動規範委員会

海外関係会社

Corporate / Chief
Compliance Officer

（CCO）
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1
機微技術・情報管理

■機微技術管理
（輸出管理（各種制裁を含む）、情報保全、データマネジメント、技術汚染防止）
■情報セキュリティ強化（サイバーセキュリティー、経済諜報、IT機器選定）

2
サプライチェーン把握

■サプライチェーンの再構築（半導体・レアアース等）

3
産業政策

■自国内サプライチェーンの構築（半導体、医薬品、レアアース）
■各国における特定産業の強化策、補助金
　➡ 事業機会であるとともに、将来的な競争リスクに

4

安全保障の課題とされてこなかった課題（ESG/社会倫理）
■人権問題
■環境問題（カーボンニュートラル、国境炭素税）

■AI倫理
■デジタルデータ流通基盤

　➡ 予見可能性の低い新たなリスクの登場
　➡ 経済合理性とは異なる判断基準の必要性
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…推進責任単位

…統括・企画責任

方針・
指示

連携

連携

情報セキュリティ担当執行役

※1  CSIRT: Computer Security Incident Response Team
※2  PSIRT: Product Security Incident Response Team

情報セキュリティ統括室

海外地域担当

指
示

事業本部

国内関係会社

海外関係会社

事業部・支社・製作所

社  長

企業機密管理・
個人情報保護
事務局

CSIRT※1 PSIRT※2
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■金融機関

37.5%

■金融商品取引業者

2.6%

■個人・その他

13.9%

■外国法人等

42.5%

■その他の法人

3.5%
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お問い合わせ先

サステナビリティ推進部
E-mail gad.csr@nd.MitsubishiElectric.co.jp

統合報告書2023

① 世界の経済状況・社会情勢及び規制や税制等各種法規の動向

② 為替相場

③ 株式相場

④ 資金調達環境

⑤ 製品需給状況及び部材調達環境

⑥ 重要な特許の成立及び実施許諾並びに特許関連の係争等

⑦ 訴訟その他の法的手続き

⑧ 製品やサービスの品質・欠陥や瑕疵等に関する問題

⑨ 地球環境（気候関連対応等）等に関連する法規・規制や問題

⑩ 人権に関連する法規・規制や問題

⑪ 急激な技術革新や、新技術を用いた製品の開発、製造及び市場投入時期

⑫ 事業構造改革

⑬ 情報セキュリティ

⑭ 地震・津波・台風・火山噴火・火災等の大規模災害

⑮ 地政学的リスクの高まり、戦争・紛争・テロ等による社会・経済・政治的混乱

⑯ 感染症の流行等による社会・経済・政治的混乱

⑰ 当社役員・大株主・関係会社等に関する重要事項

　本資料に記載されている三菱電機グループの業績見通し等の将来に関する記述は、三菱

電機が現時点において合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は見通

しと大きく異なることがあり得ます。

　なお、業績等に影響を及ぼす可能性がある要因のうち、主なものは右のとおりですが、

新たな要因が発生する可能性もあります。

＜将来見通しに関するリスク情報＞

三菱電機株式会社 https://www.MitsubishiElectric.co.jp
https://www.MitsubishiElectric.com


